
                             
 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年６月と１２月の第１木曜～金曜日は、測定カプセルを使って空気の汚れを測

る“NO2(二酸化窒素)の全都いっせい測定日”木曜日の 18 時(帰宅時など)から、私

達の身の回りにカプセルを取り付け、24 時間後に回収してNO2濃度を調べます。 

大気汚染測定運動  
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■自動車 NOx・PM 法の指定が解除されると汚染増加が心配！ 

４月に、中央環境審議会が｢今後の自動車排ガス総合対策の在り方｣ 
について環境省に答申しました。窒素酸化物(NOx)と粒子状物質(PM)
の大気環境基準がほぼ達成されたと評価しています。これは首都圏など
｢対策指定地域｣の解除を進める布石です。これからも注意が必要です。 

■日野自動車の排ガス／燃費データの改ざんが２０年前から！ 
  ８月にトラック、バスや工事車両など、排ガス／燃費データの不正 
が明らかになりました。約 70 万台のディーゼルエンジンが対象です。 
NOx・PM 法をパスするため 20 年間も改ざんしてきました。 
都内では、巨大物流センターの建設が新たに計画され、住宅地にも大 

型車などが走り回ります。私たちの測定が、環境悪化の監視の役割を発 
揮しています。 

■6 月 28 日公害等調整委員会へ責任裁定の申請を行いました。 
 自動車の排ガスでぜん息を発症した首都圏や愛知、大阪の 153 人が 
国と自動車メーカー7 社を相手に損害賠償を求める｢責任裁定｣を申請 
しました。全国的医療費助成制度の創設をめざしています。引き続き、
新規申請人を拡大して運動を強めています。ご支援ください。 

■新型コロナウィルスの発生も、経済による自然破壊や地球温暖化の
進行による野生生物と人類の接触が原因と言われています。 
持続可能な開発目標(SDGｓ)で、気候危機に立ち向かいましょう。 

今回（2022 年 6 月）の結果がまとまりました。 
2～3 面に全都の結果一覧表 4 面に結果についてのまとめ  

｢責任裁定｣審問日 
第 1 回 11 月 2 日 

1４時～1６時 
中央合同庁舎4号館 
支援集合     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


